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第１問

(1) 23 − 22 + 3 × 2 − 10 = 0 ͳͷͰɼx = 2 ͸ํఔࣜ x3 − x2 + 3x − 10 = 0

ͷղͰ͋ΔɻҼ਺ఆཧΑΓɼ੔ࣜ x3 − x2 + 3x − 10 ͸ x − 2 ͰׂΓ੾Εɼ

x3 − x2 + 3x − 10 = (x − 2)(x2 + x + 5) = 0

Ͱ͋Δɻ͜͜Ͱɼ2 ࣍ํఔࣜ x2 + x + 5 = 0 ʹ͍ͭͯɼ൑ผࣜ

D = 12 − 4× 1× 5 < 0

Ͱ͋Δ͔Βɼ2 ࣍ํఔࣜ x2 + x + 5 = 0 ͸࣮਺ղΛ΋ͨͳ͍ɻ͕ͨͬͯ͠ɼ
3 ࣍ํఔࣜ x3 − x2 + 3x − 10 = 0 ͷ࣮਺ղ͸ x = 2 ͷΈͰ͋Δɻ

(2) ੻͸ઢ෼ي AB ͷਨ௚ೋ౳෼ઢ x + 2y = 8 Ͱ͋Δɻ͜ͷ௚ઢͷ x ੾ย͸ 8ɼ
y ੾ย͸ 4 Ͱ͋ΔͷͰɼي੻ͱ x ͓࣠Αͼ y ࣠Ͱғ·Εͨ௚֯ܗ֯ࡾͷ໘ੵ
͸ 16 Ͱ͋Δɻ

(3) ఺ C Λ௨Γɼ͕͖܏ m ͷ௚ઢ͸ y = mx − 6m + 3 Ͱ͋Δɻ͜ͷ௚ઢ͕ԁ
ͱڞ༗఺Λ࣋ͭͷͰɼy = mx − 6m + 3 · · · 1○ ͱ x2 + y2 = 9 · · · 2○ ͷ࿈ཱ
ํఔࣜΛղ͘͜ͱʹͯ͠ɼ 1○Λ 2○ʹ୅ೖ͢Δͱ

x2 + (mx − 6m
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第２問
第２問

(1) 　 12 個の点から異なる 3 個の点の組み合わせを考え三角形を作る。
　 12C3 = 220 (通り)

(2) 　二等辺三角形の頂角をなす頂点を固定した場合に，その頂点に対する底辺
の選び方は，正三角形になる場合を除き，4 通り。二等辺三角形の頂角をな
す頂点の選び方は 12 通り。
　したがって二等辺三角形の組み合わせは全部で 4× 12 = 48 (通り)

(3) 　直角三角形の斜辺として円の直径を選ぶことにする。その選び方は 6 通り。
斜辺を固定した場合に作成可能な直角三角形は 10 通り。
　したがって直角三角形の組み合わせは全部で 6× 10 = 60 (通り)

(4) 　円周上で均等な間隔にある点を用いると正多角形ができる。つまり円周上
の 12 点の内 12 の約数（ただし 3 以上の場合）の点を使って正多角形を作成
することができる。
　正十二角形が 1 通り，正六角形が 2 通り，正方形が 3 通り，正三角形が 4

通りの合計 10 通り。
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第３問

第３問

(1)

∠BOA は鋭角なので, 0 < cos θ1 < 1。したがって，

d = b cos θ1

(2)

−→
OA ·

−→
BC

=
−→
OA ·

(−→
OC−

−→
OB

)

=
−→
OA ·

−→
OC−

−→
OA ·

−→
OB

= |
−→
OA| × |

−→
OC| × cos θ2 − |

−→
OA| × |

−→
OB| × cos θ1

= ac cos θ2 − ab cos θ1 = a (c cos θ2 − b cos θ1)

(3) まず, ベクトル −→
OA と −→

BC が垂直なので,
−→
OA · −→BC = 0。このことから，前

問 (2) より，

ac cos θ2 − ab cos θ1 = 0

つまり，

ab cos θ1 = ac cos θ2

a ̸= 0 より，

b cos θ1 = c cos θ2 (A)

次に，前問 (1) より d = b cos θ1。また，∠COA も鋭角なので，前問 (1) と
同様に，e = c cos θ2。
以上から，等式 (A) より，

d = b cos θ1 = c cos θ2 = e
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(1)

（ア)B

x + 1 は x > 0 の範囲で正の値をとりかつ，x が増えるにつれて増える。よってそ
の逆数 1

x+1
は減少する。

(イ)C

x2 − 2x + 5 = (x − 1)2 + 4

グラフの軸が x = 1 である二次関数なので 0 < x < 1 と 1 < x で減少と増加が切
り替わる。よってどちらでもない。
(ウ)B

0 < x の場合について考えるので √
x/x = 1/

√
x。√

x は x > 0 のときに x の増
加につれて増加する。また √

x > 0(


